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横浜青年

東日本大震災や熊本
地震を教訓に、関東地
方での大規模災害に備
えようと横浜YMCAで
は現地のYMCAから学
ぶ機会を設けている。
　3月5日には、アフタ
ースクール事業合同のスタッフ研修会として熊本地震の
緊急支援活動に尽力した熊本YMCAの丸目陽子スタッフ
を招いて避難所運営時の対応やこれからの備え、子ども
たちへの対応について学んだ。
横浜YMCAでは、2018年度も今後予想される大規模災
害への備えにつながる取り組みを進める。

東日本大震災での原
発事故により福島県な
どから神奈川県内に避
難（移住）している子ど
もたちとその家族に楽
しいひとときを過ごし
てもらおうと今年もプ
ロ野球観戦に招待す
る。5月29日（火）に行われる交流戦・横浜DeNAベイスタ
ーズ対東北楽天ゴールデンイーグルス戦に100名を招待
する予定。趣旨に賛同してくださる方がチャリティー応
援チケットを購入することで支援につながる。今年で6
回目となるがチケットの販売は4月中旬からの予定。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
３
月
11
日
で
７

年
を
迎
え
た
。
死
者
は
１
万
５
８
９
５
人
（
警

察
庁
）、
行
方
不
明
者
は
２
５
３
９
人
、
震
災

関
連
死
は
３
６
４
７
人
に
の
ぼ
る
。
現
在
も
約

７
万
３
千
人
が
全
国
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い

る
（
復
興
庁
）。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
３
月

11
日
の
前
後
に
お
い
て
「
３
・
11
を
わ
す
れ
な

い�

…
つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
募
金
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

３
月
９
日
に
は
、「
被
災
地
で
出
会
っ
た
人

び
と
の
今
」
を
テ
ー
マ
に
『
つ
な
み
被
災
地
の

子
ど
も
80
人
の
作
文
集
』（
文
藝
春
秋
）
に
関

す
る
取
材
を
行
っ
て
い
る
森
健
氏
を
招
い
て
講

演
会
を
開
催
し
た
。
森
氏
か
ら
は
震
災
直
後
の

様
子
や
１
、
２
年
経
過
し
た
際
の
様
子
、
そ
の

後
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
た
ち
の
思
い
な
ど

が
語
ら
れ
た
。
森
氏
は
「
時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
地
域
の
様
子
や
復
興
の
進
行
も
変
化
し
、

求
め
ら
れ
る
支
援
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
現

地
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
必
要
な
支
援
が
み

つ
か
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
り
、
参
加
し
た

48
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
こ
れ
か
ら
の
支
援
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

11
日
に
は
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
バ
ザ
ー

や
物
産
展
、
街
頭
募
金
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
う
ち
、
戸
塚
地
域
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
園

４
園（
と
つ
か
、
東
と
つ
か
、
山
手
台
ア
ル
ク
、

い
ず
み
）
で
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援　

仙
台
す
ず
め
踊
り
」
を
JR
戸
塚
駅
２
階
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
広
場
に
お
い
て
披
露
し
た
。

仙
台
ま
つ
り
宝
山
に
よ
る
「
す
ず
め
踊
り
」
の

演
舞
に
続
き
、
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
、
戸
塚

地
域
の
鳥
が
丘
踊
り
の
会
に
よ
る
演
舞
、
ま
つ

り
宝
山
と
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

の
合
同
の
演
舞
が
行
わ
れ
大
き
な

拍
手
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
「
す
ず

め
踊
り
」
の
取
り
組
み
は
、
２
０

１
１
年
震
災
の
年
の
秋
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
山
手
台
保
育
園
ア
ル
ク
の
保
育

士
た
ち
が
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
応
援
し
た
い
と
考
え
、

こ
れ
ま
で
運
動
会
で
ソ
ー
ラ
ン
節

を
踊
っ
て
い
た
が
、
仙
台
の
す
ず

め
踊
り
を
踊
る
こ
と
に
し
た
。
現

地
に
５
人
が
向
か
い
練
習
し
、
保

今
年
１
月
２
日
の
夜
、

見
事
な
十
五
夜
の
月
を

見
ま
し
た
。
光
害
著
し

い
都
会
住
ま
い
の
身
は

夜
空
を
見
上
げ
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
日
の
満
月

は
光
害
に
負
け
ず
天
空
を
圧
し
て
印

象
的
で
し
た
。
普
段
の
月
よ
り
三
割

方
大
き
い
「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
」
で

す
。
今
年
２
回
目
の
満
月
、
31
日
に

は
皆
既
月
食
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
天
文
フ
ァ
ン
に
は
幸
先
良
い

年
で
す
▼
月
、
地
球
、
太
陽
の
相
互

位
置
に
よ
り
、
月
の
満
ち
欠
け
、
見

か
け
の
大
き
さ
や
位
置
が
変
化
す
る

現
象
、
さ
ら
に
は
潮
の
干
満
と
の
関

連
は
望
遠
鏡
等
の
特
別
な
器
具
を
用

い
ず
観
測
で
き
ま
す
。
そ
れ
故
、
エ

ジ
プ
ト
や
メ
キ
シ
コ
等
の
古
代
文
明

時
代
の
人
類
も
現
代
人
と
同
様
の
知

識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
残

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
も
一
端
が
伺

え
ま
す
▼
彼
ら
は
星
の
運
行
に
つ
い

て
も
、
長
期
間
の
粘
り
強
い
観
測
に

よ
り
多
く
の
事
実
を
知
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
記
録
を
現
代
人
は
天
文
学

に
生
か
し
て
い
ま
す
。
恒
星
と
惑
星

の
差
違
と
そ
れ
ら
の
運
行
の
知
識
は

占
星
術
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
▼

太
陽
の
運
行
と
気
候
の
関
係
も
古
代

人
は
良
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
年

繰
り
返
す
春
分
、
夏
至
、
秋
分
、
冬

至
。
農
事
や
生
活
に
密
接
す
る
こ
れ

ら
の
知
識
は
ほ
と
ん
ど
の
古
代
文
明

が
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
現

在
使
用
さ
れ
て
い
る
暦
の
基
礎
と
な

っ
て
い
ま
す
▼
古
代
人
は
無
知
、
未

開
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
種
々
の

天
文
現
象
解
明
の
端
緒
を
提
供
し
て

く
れ
ま
し
た
。
現
代
人
が
享
受
し
て

い
る
科
学
技
術
は
、
彼
ら
の
長
期
間

の
努
力
、
探
究
心
な
し
に
は
得
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。�

（
美
）

３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な
が
る

東

日

本

大

震

災

か

ら
７

年

東日本大震災復興支援チャリティー
福島の子どもたちを招いてプロ野球観戦

今後予想される大規模災害への備え
アフタースクール合同スタッフ研修

育
園
に
戻
り
子
ど
も
た
ち
と
練
習
を
重
ね
運
動

会
で
披
露
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
毎
年
運
動
会
で
披
露
し
、
以
降
と
つ
か
、

い
ず
み
、
東
と
つ
か
の
保
育
園
に
広
が
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
か

ら
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
街
頭
募
金
や
ス
タ
ッ

フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
の
支
援
活
動
を

展
開
し
た
。
現
在
も
子
ど
も
た
ち
を
招
待
す
る

キ
ャ
ン
プ
や
現
地
へ
の
訪
問
ツ
ア
ー
な
ど
を
継

続
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
８
年

2
月
ま
で
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
募
金
は

８
０
、９
０
６
、１
７
８
円
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
今
年
度
も
引
き
続
き
支
援

活
動
を
継
続
し
て
い
く
。（
関
連
記
事
３
面
）

▲�76人のYMCA保育園の子どもたちが仙台まつり宝山とともに「すずめ踊り」を披露

▲森健さんが子どもたちの現状を語った3.11講演会
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今月の「平和の川柳」

笑顔とは
　平和に近づく
　　　　一歩かな

笑顔とは
　平和に近づく
　　　　一歩かな

ペンネーム　スヌーピーさん　（厚木YMCA）

日
本
の
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
に
お
い
て
学
ぶ
留
学
生
は
、

５
万
８
千
人
を
超
え
、
前
年
度
よ

り
も
８
千
５
百
人
以
上
の
増
加
が

あ
っ
た
。
大
学
院
や
大
学
、
日
本

語
教
育
機
関
な
ど
を
含
め
る
と
26�

万
７
千
人
を
超
え
る
（
日
本
学
生

支
援
機
構
統
計
）。
ま
た
、
こ
こ

数
年
間
に
日
本
で
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
が
、

２
５
０
万
２
千
人
（
２
０
１
８
年

１
月
同
推
計
値
）
と
報
告
さ
れ
、

今
後
も
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
こ
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
市
場
化
す
る
観
光
産
業
を
支

え
、
日
本
文
化
を
正
し
く
世
界
に

発
信
し
、
地
域
に
お
け
る
観
光
資

源
を
創
生
し
、
地
域
独
自
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
育

成
を
目
指
す
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
福
祉
専
門
学
校
の
校

名
と
学
科
構
成
を
変
更
し
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

（
川
崎
市
）
と
し
、
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
科
（
２
年
制
）
と
日
本
語
学
科

（
１
年
制
／
２
年
制
／
１
・
５
年

制
）
を
４
月
か
ら
開
設
し
た
。

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
は
、
国
際

化
す
る
日
本
社
会
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
人
材
を
育
成
し
、
留
学
生

の
日
本
で
の
就
職
の
実
現
を
目
指

す
。
学
校
内
の
学
び
に
と
ど
ま
ら

ず
、
課
外
授
業
や
イ
ン
タ
ー
ン
な

ど
で
、
社
会
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
高
め
て
い
く
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
や
日

本
語
力
を
高
め
る
科
目

（
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
ホ

テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、

観
光
業
界
に
お
け
る
即

戦
力
と
な
る
資
格
取
得

（
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ

ス
技
能
検
定
、
接
遇
、

国
内
観
光
地
理
）
な
ど

ホ
テ
ル
業
や
観
光
業
界

な
ど
の
就
労
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
た
人
材
を
養
成
す
る
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
日
本
語
学
科

は
、
１
９
８
８
年
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
専
門
学
校（
横
浜
市
中
区
）

に
開
設
、
２
０
１
０
年
に
は
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
（
厚

木
市
）
に
て
日
本
語
教
育
を
開
始

し
、
３
校
目
の
開
設
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
材
養
成
は
、
社
会

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
労
働
人
口

の
減
少
に
対
応
し
、
外
国
人
人
材

を
受
け
入
れ
て
い
く
方
向
に
あ
る

中
で
、
日
本
語
学
校
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
。
知
識
や
技
術
の
修

得
だ
け
で
な
く
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専

門
学
校
の
特
色
で
あ
る
地
域
の
人

び
と
と
の
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
多
文
化
共
生
や
平

和
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
の
人
材
養
成
を
進
め
て
い
く
。

問
合
わ
せ
は
☎
０
４
４（
９
３
３
）

２
０
１
５
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校

の
日
本
語
学
科
で
は
、
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
、
台
湾
、
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
22
の
国
と
地
域
か
ら
１
５
０
名

を
超
え
る
留
学
生
た
ち
が
学
ん
で

い
る
。

　

２
月
23
日
に

は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
専
門
学
校

が
「
第
５
回
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
」（
横
浜

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
共
催
）
を
横

浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
て
開
催
し
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
東
京
日
本

語
学
校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
健
康
福
祉
専
門

学
校
の
招
待
参
加

者
を
含
む
10
人
が
出
場
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
は
「
私
が
考
え
る
教

育
と
は
」「
近
く
の
他
人
」
な
ど

の
テ
ー
マ
で
発
表
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
に
は
「
笑
顔
の
力
」
と
題
し

て
、
母
国
カ
メ
ル
ー
ン
の
人
と
日

本
人
の
笑
顔
に
つ
い
て
発
表
し
た

チ
ャ
ー
リ
・
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
（
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
）
が

選
ば
れ
た
ほ
か
、
優
秀
賞
に
パ

ク
・
ジ
ミ
ン
さ
ん
（
韓
国
）、
共

立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
賞
に
ハ
ウ
・
ナ

イ
・
リ
ア
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、

神
奈
川
県
青
年
国
際
交
流
機
構
賞

に
ク
ァ
ン
・
チ
ュ
ウ
・
イ
ェ
ン
さ

ん
（
台
湾
／
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院

専
門
学
校
）
が
選
ば
れ
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

楽しい食体験を

川崎・登戸に外国人人材
養成の学科を新たに開設
地域の観光資源の創生と魅力発信のできる人材に

日本語スピーチコンテスト
互いの文化学び交流深める

埼
玉
県
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
の
８
年

間
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
た
「
隣
る

人
」
の
上
映
会（「
隣
る
人
」
横
須
賀
上
映

会
実
行
委
員
会
主
催
・
横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

協
力
）が
２
月
17
日
、
20
日
に
横
須
賀
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ
１
２
４
人
が
鑑
賞
し
た
。

映
画
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
保
護

者
と
と
も
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が

保
育
士
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
日
常
を

追
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
育
士
、
親
の
揺

れ
る
心
や
葛
藤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。「
施
設
の
現
状
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
理
事

を
務
め
る
稲
塚
由
美
子
氏
は
述
べ
た
。

横須賀
児
童
養
護
施
設

の
日
常
を
知
る

　

３
月
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
園
、
高

等
学
院
で
卒
園
式
や
卒
業
式
が
行
わ
れ

た
。
３
月
17
日
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
４
つ

の
専
門
学
校
（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門

学
校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
福
祉
専
門
学
校
）
の
合
同
卒
業
式

が
県
立
音
楽
堂
（
横
浜
市
西
区
）
に
て
行

わ
れ
１
８
７
名
の
学
生
が
卒
業
し
た
。

式
の
中
で
、
と
も
に
チ
ャ
ペ
ル
森
直
樹

牧
師
が
イ
ザ
ヤ
書
を
用
い
て
「
神
の
優
し

い
ま
な
ざ
し
の
も
と
で
今
ま
で
を
立
ち
返

る
こ
と
で
将
来
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
将

来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。
引
き
続
き
、
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

各
校
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
の
廣
瀬
莉
帆
さ
ん
が

こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
を
振
り
返
り
感
謝

の
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
胸
に
社
会
へ
踏
み
出
し
た
。

横浜
想
い
を
胸
に
は
ば

た
く
専
門
学
校
生

大規模地震等の災害発生時に消火栓が使用で
きない場合を想定し、消火用水を確保するため
に戸塚消防署と湘南とつかYMCAにおいてプー
ル用水の活用に関する覚書を締結しました。
3月1日には、湘南とつかYMCAプールと駐車
場において戸塚消防署と戸塚消防団第7分団に
よるプール用水の給水と放水訓練が行われたほ
か、戸塚消防署と湘南とつかYMCAによる覚書
の締結式が行われ、名取正暁戸塚消防署長と湘
南とつかYMCA大高聡館長によって取り交わさ
れました。また、消防団より湘南とつかYMCA
へ「横浜市消防団協力事業書表示」が授与され
ました。湘南とつかYMCA大高館長は「災害は
ないにこしたことはないが、万一の際には、地
域にあるYMCAとしてプールの水を活用するこ
とにより地域貢献を果たしたい」と語りました。
訓練や締結式の様子は8日のエフエム戸塚で紹
介されました。

大規模地震等の災害発生時
プールの水を消火用に活用

湘南とつか YMCA

　苦味や酸味のある野菜などを苦
手だと感じ、好き嫌いをする子ど
もは多くいます。その理由として
は、子どもの舌に食べ物の味を感
じる器官である「味蕾（みらい）」
の知覚能力が大人の2倍以上あるた
め、大人よりも敏感に味を感じる
のです。
　苦手な味でも乳幼児期のさまざ
まな食体験によって味覚が発達し、
ある時、急に食べられるようにな
ることもあります。子どもの苦手
な食べ物を無理に食べさせること
は、かえって子どもの苦手とする
気持ちを強めてしまうかもしれま

せん。食卓から子どもの苦手な食
材を完全に失くしてしまうと経験
の不足から、余計に苦手になるこ
とがあります。食卓には子どもの
好き嫌いにかかわらず、さまざま
な食材を登場させ家族で楽しく食
卓を囲み、好き嫌いにあまり神経
質にならずに根気よく付き合いま
しょう。
　嫌いなものを食べられた時は、
大いに褒め、楽しい食体験を重ね
ることで好き嫌いも少しずつ減っ
ていくことにつながると思います。
（YMCAマナ保育園栄養士　
　　　　　　　　岩本菜穂美）

▲�消防団員らによるプールの水を利用しての放水訓練

▲�多文化共生の社会をつくる担い手を育んでいくYMCAの専門学校

▲�日ごろの学びの成果を発揮する留学生
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「
３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ

な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
募
金

を
行
っ
た
。
３
月
４
日
に
は
、
湘

南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ

れ
、
戸
塚
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
演

奏
者
が
80
名
の
参
加
者
と
と
も
に

被
災
地
へ
思
い
を
馳
せ
た
。

催
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

　

10
日
に
は
、
踊
場
地
区
セ
ン
タ

ー
に
て
「
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
～

歌
・
ソ
プ
ラ
ノ
編
～
＆
仙
台
す
ず

め
踊
り
」を
開
催
し
、
地
域
の
人
び

と
約
２
０
０
人
が
訪
れ
、
仙
台
ま

つ
り
宝
山
に
よ
る「
す
ず
め
踊
り
」

や
宮
古
市
か
の
け
あ
し
会
に
よ
る

東
北
物
産
展
が
行
わ
れ
東
北
へ
の

思
い
を
共
に
し
た
。
同
日
に
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ�

Ａ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
種
ま
き
う
さ
ぎ
フ
ク

シ
マ
に
向
き
合
う
青
春
」

が
上
映
さ
れ
、
原
発
事

故
に
若
者
が
向
き
合
う

こ
と
を
通
し
て
こ
れ
か

ら
の
支
援
を
考
え
た
。

　

11
日
に
は
大
和
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
て
「
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
バ
ザ

ー
」
や
「
舞
岡
地
区
セ

ン
タ
ー
さ
ん
ま
祭
り
」、

「
東
本
郷
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
祭
り
」
な
ど
が
開

域
に
て
街
頭
募
金
が
行
わ
れ
た
。

富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
10
周
年
事
業

準
備
委
員
会
（
茂
木
雄
委
員
長
）

は
、
６
つ
の
記
念
事
業
の
一
つ
で

あ
る
多
目
的
研
修
棟
が
完
成
し
、

３
月
10
日
に
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ

ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

に
お
い
て
献
堂
式
を
行
っ
た
。
会

員
や
理
事
・
常
議
員
、
ワ
イ
ズ
メ

ン
ズ
ク

ラ
ブ
な

ど
か
ら

の
参
加

者
44
人

と
と
も

に
完
成

を
祝
っ

た
。第

一

部
で
は
、

日
本
基
督
教
団
富
士
宮
教
会
の
柳

澤
光
子
牧
師
が
「
研
修
棟
で
の
子

ど
も
た
ち
や
青
年
た
ち
の
学
び
が

平
和
を
創
る
担
い
手
と
し
て
育
ま

れ
、
地
域
に
還
元
し
て
ほ
し
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
第
二

部
で
は
、
建
設
の
経
緯
を
村
田
彰

宏
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
、
茂
木
雄

委
員
長
が
「
地
域
に
開
か
れ
た
研

修
棟
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。
ま
た
、
樫
村
好
夫
富

士
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
幹
事
が

祝
辞
を
述
べ
た
。
感
謝
会
で
は
、

参
加
者
の
交
流
が
行
わ
れ
、
田
口

努
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
が
こ
れ

ま
で
の
支
援
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、「
研
修
棟
で
の
新
た
な
出
会

い
と
つ
な
が
り
が
豊
か
に
育
ま
れ

る
場
と
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

出
会
い
と
学
び
豊
か
に
育
ま
れ
る
場
に

富

士

山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
研

修

棟

献

堂

式

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
支
援
の
た

め
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
「
子

ど
も
支
援
（
Ｂ
Ａ
Ｐ
Ｙ
＝Be�A�

Partner�of�the�Youth

）
基
金
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

３
月
10
日
に
は
戸
塚
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
東
西
コ
ー
ス
に
て
「
第

３
回
子
ど
も
支
援
基
金
の
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
」
が
開
催

さ
れ
１
１
８
人
が
参
加
し
た
。
大

会
で
は
高
野
浩
之
さ
ん（
男
子
）、

松
田
淑
子
さ
ん（
女
子
）が
優
勝
し
、

表
彰
式
で
特
別
賞
と
合
わ
せ
て
賛

助
会
企
業
や
団
体
、
個
人
な
ど
か

ら
の
献
品
に
よ
る
賞
品
と
賞
状
が

手
渡
さ
れ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
基
金

92
万
８
千

５
百
円

（
3
月
14

日
現
在
）

は
子
ど
も

支
援
基
金

と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
会
則

第
19
条
に
基
づ
き
、
２
０
１
８
年

度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会
が
５

月
26
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
湘

南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
総
会
準
備
委

員
会
に
て
高
橋
建
太
委
員
長
が
選

任
さ
れ
準
備
を
進
め
て
い
く
。

会
員
総
会
で
は
、
２
０
１
７
年

度
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
、
決

算
報
告
の
ほ
か
、
２
０
１
８
年
度

の
事
業
計
画
・
方
針
、
予
算
案
に

つ
い
て
協
議
、
常
議
員
の
選
出
、

会
員
表
彰
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
予
定
。

子
ど
も
支
援
基
金
の
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
開
催

今
年
度
会
員
総
会

５
月
26
日（
土
）開
催

FLASH NEWS

こもれび ３ . 11をわすれない…つながる
各地でイベントや街頭募金実施
東日本大震災復興支援活動を新年度も継続総主事

田 口 　 努

　2月23日に横浜中央YMCA�9階チャペルで第5
回日本語スピーチコンテストを横浜YMCA学院
専門学校と共催で実施しました。
　10人の日本語学科在籍の学生が発表をしま
した。最優秀賞はカメルーンからの学生に決ま
りました。参加した学生の出身は、韓国、ベト
ナム、タイ、カメルーン、台湾などというよう
に多彩で、国際色豊かなコンテストでした。
　来年は場所を変えて横浜市民の目に触れやす
い、よく知られた場所にて開催する計画です。
　このように横浜ワイズメンズクラブは、
YMCAとともに、YMCAをサポートして、広く社
会のために活動しています。
（横浜ワイズメンズクラブ会長　舟田　正夫）

台北YMCAの陳祖榮執行長とウエルネススタッ
フ4人が健康教育事業研修としてベビースイ

ミングや高齢者の水泳指導法などを学ぼうと2月
27日から3月4日まで横浜YMCAを訪れた。研修で
は、横浜YMCAの健康教育部の現状報告や横浜中
央YMCAウエルネススポーツクラブでのベビース
イミングや高齢者水泳の指導法などについて見学
や体験、講義を行うとともに交流を図った。

神奈川県内の生活困窮者や社会的弱者を支え
るネットワークにより、格差や貧困、分断や

孤立から、つながりや相互扶助をつくりだすフー
ドバンクの中間組織「一般社団法人フードバンク
かながわ」の設立記念フォーラムが3月11日に、
はまぎんホール（横浜市西区）で開催され約450
人が参加した。黒岩祐二県知事のあいさつ後に、
地域で活動するNPOや団体の報告があり、最後に
役員が紹介され、横浜YMCAのスタッフ高村文子
理事が紹介された。

日本語スピーチコンテスト
横浜ワイズメンズクラブ

埼
玉
県
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
の
８
年

間
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
た
「
隣
る

人
」
の
上
映
会（「
隣
る
人
」
横
須
賀
上
映

会
実
行
委
員
会
主
催
・
横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

協
力
）が
２
月
17
日
、
20
日
に
横
須
賀
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ
１
２
４
人
が
鑑
賞
し
た
。

映
画
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
保
護

者
と
と
も
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が

保
育
士
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
日
常
を

追
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
育
士
、
親
の
揺

れ
る
心
や
葛
藤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。「
施
設
の
現
状
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
理
事

を
務
め
る
稲
塚
由
美
子
氏
は
述
べ
た
。

横須賀
児
童
養
護
施
設

の
日
常
を
知
る

隣
人
を
自
分
の
よ
う
に

�

愛
し
な
さ
い

�

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
22
章
39
節
）

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
学
校
や
団
体
の
根
底
に

は
「
隣
人
愛
」
が
あ
る
。
隣
人
と

は
物
理
的
な
距
離
の
隣
の
人
で
は

な
い
。
苦
し
み
や
困
難
の
中
に
あ

る
人
に
寄
り
添
い
、
自
分
や
自
分

の
家
族
の
よ
う
に
心
を
通
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
人
を
隣
人
と
い
う
。

身
近
な
人
か
ら
、
ま
だ
見
知
ら
ぬ

遠
い
世
界
の
人
に
向
け
て
も
、
そ

し
て
自
分
に
攻
撃
す
る
人
や
憎
み

を
持
つ
人
に
も
、
自
分
の
よ
う
に

愛
し
な
さ
い
と
い
う
意
味
を
聖
書

全
体
で
語
っ
て
い
る
。

　

隣
人
愛
を
一
言
で
語
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
他

人
事
を
自
分
事
に
変
え
る
力

と
も
言
っ
て
い
る
。
最
初

は
、
水
泳
や
体

操
、
英
語
な
ど
を
自
分
の
た
め
の

学
び
と
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
や
っ
て

く
る
。
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
学

ぶ
仲
間
が
い
る
が
、
例
え
ば
水
泳

で
25
メ
ー
ト
ル
を
初
め
て
泳
げ
て

「
や
っ
た
」
と
い
う
自
分
の
喜
び

の
場
面
で
、
リ
ー
ダ
ー
や
仲
間
が

一
緒
に
な
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
と
、

喜
び
が
倍
増
す
る
。
喜
ん
で
く
れ

る
仲
間
と
過
ご
す
中
で
、
い
つ
の

間
に
か
、
仲
間
が
何
か
で
き
た
時

の
喜
び
を
一
緒
に
喜
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
く

る
。
ま
る
で
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
人
の
喜
び
が
自

分
の
喜
び
に
な
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
喜
び
の
分
か
ち
合

い
の
時
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、

そ
の
仲
間
が
苦
し
み
の
中
に
あ
る

時
に
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
悲
し

み
、
祈
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

保
護
者
や
仲
間
と
喜
び
を
共
有

し
、
互
い
に
互
い
を
認
め
合
う
自

己
肯
定
感
を
豊
か
に
育
み
合
う
関

係
を
多
く
積
み
上
げ
て
い
る
子
は
、

人
へ
の
思
い
の
感
性
が
豊
か
に
な

っ
て
い
く
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
国
際
協

力
や
災
害
支
援
な
ど
の
活
動
を
聞

き
、
学
ぶ
機
会
の
中
で
、
ま
だ
見

ぬ
遠
い
世
界
の
人
の
笑
顔
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
る

人
に
な
っ
て
い
く
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

全
て
の
活
動
で
こ
ん
な
感
性
が
豊

か
に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

感性を育む

▲�350人が来場者しにぎわった舞岡地区センター「さんま祭り」

▲�三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジのマ
リンクラブの子どもたちが募金を呼びかけた

▲�壁材にホタテパウダーを使用、床は年月
が経つほど味わい深くなるように作られた

▲�ゴルフを楽しむ参加者たち
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レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　 4月20日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉YMCA　201教室
テーマ　Kumejima�Island�
� -It's�people�and�culture-
講　師　Leslie�Lorimerさん
参加費　会員1,100円、一般1,400円
申込み　鎌倉YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■聖書からの学び
日　時� �4 月26日（木）午前10時30分～11時

10分
会　場　湘南とつかYMCA　 2 階教室
講　師� �堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
テーマ　「旧約聖書を読む」
参加費　無料
問合せ　湘南とつかYMCA☎045（864）4768
■バイブルカフェ
日　時� �4 月25日（水）午後 6時30分～ 7 時

30分
会　場　川崎YMCA21教室
講　師� �青木　靖氏（登戸エクレシアキリス

ト教会副牧師）
テーマ� �「マルコによる福音書を読む」
参加費� �無料
問合せ� �川崎YMCA☎044（932）2031
■聖書を読んでみよう会
日　時　 4月17日（火）午後 6時30分～ 8時
会　場　横浜中央YMCA 6 階教室
テーマ　「ヨハネによる福音書を読む」
参加費　無料
問合せ　横浜中央YMCA☎045（307）7556
■聖書に聞く「創世記が語りかけるもの」
日　時　 4月20日（金）午前11時～正午
会　場　横須賀YMCA
テーマ　「ヨセフ物語Ⅲ」

参加費　無料
問合せ　横須賀YMCA☎046（834）5811

イベント
■富士山YMCAゴールデンウィーク
　ファミリーキャンプ
日　時� �5 月 4 日（金・祝）午後 2時30分集

合～ 6日（日）午後 1時30分解散予
定（富士駅・新富士駅より送迎有）

会　場� �富士山YMCAグローバル・エコ・ヴ
ィレッジ（静岡県朝霧高原）

対　象� �4 歳以上の子どもを含む家族
内　容� �天体観察、クラフト、ダイヤモンド

富士を見よう他（一部選択）
参加費� �大人（中学生以上）26,500円～、子

ども（ 4歳～小学生）23,500円～（宿
泊棟A棟・B棟により異なります）

申込み� �4 月12日（木）までに富士山YMCAへ
☎0544（54）1151

■地球市民育成プロジェクト
　第25回国際ボランティアinタイ
日　時� �8 月15日（水）～ 8月25日（土）
会　場� �タイ�パヤオセンター（バンコクYMCA）
対　象　高校 1年生～29歳
参加費　260,000円程度
問合せ　横浜YMCA国際・地域事業
� �kokusai@yokohamaymca.org
○説明会を 5月26日（土）午後 3時～ 5時に
湘南とつかYMCAで行います。
■東日本大震災復興支援チャリティー
　福島の子どもたちを招いてプロ野球観戦
日　時� �5 月29日（火）午後 6時開始予定
場　所� �横浜スタジアム
参加費� �3,500円
○参加費の一部を県内に避難している子ども
たちを観戦に招待するために用います。今年
は東北楽天ゴールデンイーグルス戦です。

カルチャー
＜なつかしい童謡や唱歌を歌います＞

■北YMCA　うたごえひろば
日　時� �4 月10日（火）午後12時40分～ 2 時

30分
対　象� �一般（熟年世代の皆さん）
会　場　北YMCA 3 階スタジオ
参加費　300円
申込み　北YMCA☎045（433）4321
■湘南とつかYMCA　うたごえひろば
日　時　 4月17日（火）午後 2時～ 4時
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　湘南とつかYMCA 1 階ホール
参加費　300円　
申込み　湘南とつかYMCA☎045（864）4768
■厚木YMCA　うたごえひろば
日　時　 4月24日（火）午後 2時～ 3時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　厚木YMCA　
参加費　500円
申込み　厚木YMCA☎046（222）8619
■藤沢YMCA　うたごえひろば
日　時� �4 月20日（金）午後 1時15分～ 3 時

15分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　藤沢YMCA
参加費　300円
申込み　藤沢YMCA☎0466（26）1151
■生麦地域ケアプラザ　うたごえひろば
日　時� �4 月18日（水）午後 1時30分～ 3 時

30分
対　象� �一般（熟年世代の皆さん）
会　場� �生麦地域ケアプラザ（横浜YMCA運

営委託） 2階多目的ホール
参加費� �100円
申込み� �生麦地域ケアプラザ☎045（510）3411

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時� �4 月14日（土）、25日（水）午前10時

30分～11時30分
会　場� �中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象� �横浜市子育てサポートシステムに入

会を考えている方
問合せ� �横浜市子育てサポートシステム中区

支部事務局☎045（663）0676

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校作業療法科
日　時　 4月21日（土）午前10時～正午
内　容　学校説明会
申込み　☎045（641）5785
■YMCA健康福祉専門学校
日　時� �4 月28日（土）午前10時～正午､*午

後 2時～ 5時
内　容　AO入試説明会�*学校説明会
申込み　☎046（223）1441
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時� �4 月14日、*21日（土）午前 9時30分

～12時30分
内　容� �学校体験（YMCA保育園体験、*ダン

ス・マシントレーニング体験）
申込み　☎045（864）4990
※日程や内容の詳細についてはwww.yokoha�
maymca.ac.jpをご覧ください。

ボランティア情報
■子育て応援ボランティア説明会
日　時　 4月12日（木）午後 2時～ 3時
会　場　のんびりんこ研修室
問合せ� �中区地域子育て支援拠点のんびりん

こ☎045（663）9715
〇地域での子育てをお手伝いいただける方を
募集しています。
■ヘルシーキッズデー ボランティア
日　時　 4月30日（月・振替休日）
内　容� �各YMCAで行われるヘルシーキッズ

デーのイベント運営のボランティア
申込み� �4 月16日（月）までに各YMCA健康教

育部までお申込みください。連絡先
は 4面上をご参照ください。

○子どもの健康づくりのお手伝いをしてみま
せんか。詳細は各YMCA健康教育部へ
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私
は
、
高
校
時
代
に
部
活
動
で
膝
を
負

傷
し
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
経
験
か
ら
、
リ

ハ
ビ
リ
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
に

学
校
説
明
会
に
て
「
作
業
療
法
士
」
と
い

う
職
種
を
知
り
、
患
者
様
の
好
き
な
作
業

が
治
療
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
驚
き

と
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
も
ケ
ア
す
る
と

い
う
面
に
魅
力
を
感
じ
、
こ
の
職
業
を
志

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
で
過
ご

し
た
学
生
生
活
を
振
り
返
る
と
、
人
間
的

に
も
成
長
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
多
く
あ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１
・
２
年
生
の

頃
は
ま
だ
高
校
生
気
分
が
抜
け
切
れ
ず
に

い
ま
し
た
が
、
３
・
４
年
生
に
な
る
と
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
実
習
を
通
し
て
、
自

分
の
課
題
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
や
、
そ
の
課
題
を
次
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
の
大
き
な
成
長

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。高

校
生
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
「
作
業

療
法
士
に
な
る
」
と
い
う
気
持
ち
は
、
学

年
が
上
が
る
ご
と
に
強
ま
っ
て
い
き
、
実

際
に
働
く
こ
と
へ
の
自
覚
や
責
任
感
も
芽

生
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
平

坦
な
道

で
は
な

く
、
辛

い
、
辞

め
た
い

と
思
う

こ
と
も

多
々
あ

り
ま
し

た
が
、卒

業
す
る

こ
と
が

で
き
た
の
は
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
や
、
何
よ
り
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
切

磋
琢
磨
し
合
え
る
仲
間
の
お
陰
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。と
く
に
、
普
段
の
授
業
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、放
課
後

に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
集
ま
り
話
し
合
う
機

会
が
得
ら
れ
た
こ
と
や
、相
談
に
乗
っ
て
く

だ
さ
る
先
生
方
が
い
た
こ
と
で
、自
分
一
人

で
抱
え
る
こ
と
な
く
、い
く
つ
も
の
壁
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し

て
い
ま
す
。実
習
で
は
、自
ら
積
極
的
に
行

動
し
、考
え
を
発
信
し
て
い
く
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
作
業
療

法
士
と
し
て
働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
患
者
様
だ
け
で
な
く
、職

場
の
方
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
学
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
学
校
生
活
で
学
ん
だ

こ
と
、感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学
校
生
と
し
て

の
誇
り
を
も
っ
て
作
業
療
法
士
と

し
て
人
に
寄
り
添
い
、
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼デスクペン　新しい年度がはじまります。YMCAで多くの出会いを通して、仲間や地域とつながり、良き学びが豊かにありますように。（直）

▲�学びを共にした仲間と（右から2人目）

自
分
が
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学
校
で
の
学
び

�

三
原　

奈
緒
美

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

作
業
療
法
科　

卒
業
生
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